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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：　『韓国と日本どちらも母国』　　
お名前：　　石川淳子　　　　　　　　　

(下記より本文をご記入ください)　
私の夫は韓国人で私と結婚した時はまだ学生だった。その頃は、まだヨン様も今ではどのスーパーでも見かけるキムチやいわゆるコリアンフーズも何もない時代。私が『結婚したい人がいる、韓国の人と結婚したい』と、遠く離れた故郷で暮らす母に告げた時、電話口の向こうで母の息を飲み込む音が聞こえ…沈黙が続いた。沈黙は恐らくほんの５～６秒だったに違いないが、私は死刑執行のカウントダウンを待つ罪人の様に硬直していた。沈黙の後、母は堰を切ったように叫び始め、叫び声は電話口でしばらくの間鳴り響いていた。取り付く島もない、最後に『父さんが生きていたらお前を東京になんぞ出しはしなかったのに！二度と石川の敷居は跨がせないからね！』そう言って、ガチャリと電話を切ってしまった。
あれからちょうど38年、その母も今は孫達に囲まれて嬉しそうに微笑んで写真の中から私達を見守っていてくれている。92歳の大往生だった。
夫は韓国生まれの韓国育ちで、韓国のいわゆるオヤジそのもので声が大きい。
私達は、結婚当初から仕事の関係で日本で暮らし、夫は一人暮らしの私の母を心配して何かと山口県にある実家を訪れていた。東京と山口、決して近くはない。あえて言うなら韓国に行くのも、山口に行くのも、時間も手間も金銭的にもあまり変わらなかったが、夫は子供たちを引き連れて足しげく山口に通ってくれた。
私達が結婚した当初、母は保守的な田舎のお堅い親族の長男の嫁として、さぞ肩身の狭い思いをしたのだろう。親族で私達に結婚祝いをくれたのは若くして他界した父の5人兄弟の一番上の姉…大叔母だけ、当時の地元では受け入れられない結婚だったのだ。
韓国の親族も日本人の私に対してわだかまりのある親族もいただろうが、夫の両親と
兄弟、近しい親族が私をしっかり守ってくれていたのが、今になって良く分かる。
韓国で、私の親族が一人もいない婚礼を済ませ、抱えきれないほどのお土産を持って初めて夫が実家を訪れた時、私の不安を裏切って、近くに住む姉と母はぎこちなくも何も言わずに私達を家に迎え入れてくれた。今思えば、心細い母が姉を呼んでいたのだろう、姉は夫の顔を一目見てさっさと帰ってしまった。
何度か里帰りするうち、夫の名前は김 용 우だが漢字で書くと金容佑なので、母は夫の事を勝手に「ようすけさん」と呼び、事あるごとに夫を呼びつけは日本語を教え用事を手伝わせるようになった。夫は、東京の我が家では茶碗一つも自分では洗わないリアル昭和オヤジだが、夫も夫で呼ばれる度に『はい！お母さん！』と大きな声で返事をし、当時まだ片言の日本語で甲斐甲斐しく母に侍ってくれていた。女手一つで娘三人を育て上げた母だが、裏表がなく、実の息子の様に良く言う事を聞いてくれる夫とのやり取りを内心楽しんでいるようにもはたからは見えた。
ある時『あの声、大きい！電話している時も、遠くにいる人に怒鳴っているみたい。話していても段々声がでっかくなってうるさいし、隣近所に皆聞こえるよ』と、愚痴をこぼしていたが、決して本人には言わなかった。母は母で、母なりに世間の目から必死で私達を守ってくれていたのだろう。
今はどの街にも外国人が溢れ、国際結婚も珍しい事ではなくなり、テレビを付ければ当たり前の様に韓流ドラマからハングルが聞こえて来る。韓国ドラマのヒットを機に、当時からは考えられない速度で韓国文化が日本中に満ちていった。たった38年…されど私達夫婦には重く、長い38年だった。
私が母に『東京に遊びに来たらどう？』と何度も誘ったが、その度に『東京なんぞには絶対に行かない！』と言い張っていた。だがある時、夫が何気に『東京見物、一緒に行きましょうよ』の一言で、あっさり上京して１か月間の東京ライフを満喫して帰って行った。子供たちともすっかり仲良しになり、帰りの東京駅で別れを惜しむ孫達にまさかの『来年また来るよ』宣言を言い放ち、母を「出不精の頑固老人」だと嘆いていた姉を驚かせた。
それからは体調が深刻になるまで毎年上京しては老後を楽しんでいた。
晩年の母は老人性のアルツハイマー病を患い、急速に人に対する認知が難しくなっていった。私の事さえ分からない時が増え、しゃべることも忘れ、ほとんど眠っているようだった。
だが、夫がすっかり大きくなった子供たちを連れて母に会いに行くと、決まって母は目を覚まし一人一人の名前を呼んで最後に『ようすけさん、ありがとう、またね』と感謝を告げて、私や姉には見せない笑顔で手を振っていた。
人は、一人では生きていけない。たくさんの人に助けられ、愛されて、守られているのだと、母は私に教えてくれた。
人は、互いに互いを必要とし、見えない絆で結ばれて生きているのだと思う。
夫の両親も、私の両親も、自分の為ではなく愛する誰かのために、自分の命は顧みないで、ただ与えるだけ与えて喜んで忘れていく人生だった。
夫や夫の両親、母を想う時、そこには果てしない慈愛と愛する喜びが満ちていた。
私達は韓国人と日本人の夫婦で、国籍は違うが韓国と日本、どちらも私達家族にとって母国だ。
私達は、天の計らいで結んで頂いた夫婦だと信じている。既に国の境は存在しない。
今、私達夫婦が親達と同じ立場に立とうとする時、これから生きていくかけがえのない未来を担ってくれる子供達の前に、母国が平和である事、母国が世界の平和の為に尽力する模範となる国家である事、同じ母国語を話す韓半島が一つとなる事を願わずにはいられない。
それは、命を繋いで貰った者の責任でもあると思う。
同時に、天が導くままに…母が一番喜んでくれる生き方をしたいと心から願っている。
母国が平和で一つに成るよう、私も感謝しながら懸命に生きていこう。
以上
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